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文責：徳永哲郎（地域学校コーディネーター） 

 

 一中校区ＣＳは「ながら見守り」をすすめています。 

「ながら見守り」とは，子どもたちの登下校時に合わ

せて，ジョギングをしながら，犬の散歩をしながら，草

取りをしながら等，「できる時に，できる人が，できる

範囲で気楽に行う」見守り活動です。 

「地域みんなが顔なじみになること」を目標に昨年から

始めた『見守りあいさつ大作戦』を今年も行います。 

 今年は一週間の取り組みを春・夏・秋の交通安全運動

期間に重ねて行うようにしました。また児童生徒，教職

員，保護者，地域住民に加えて，地域の事業所や企業の

皆さんにもご協力頂き，より地域一体となって取り組み

ます。皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

 今秋を目標にＰＲ用｢のぼり｣を作ろう

と計画しています。「見守りあいさつ大作

戦」の期間中に玄関先に立てて頂くこと

で，地域全体に｢見守りあいさつ顔なじみ｣

のメッセージが地域に広がればと考えて

います。詳しくは 7 月号で紹介します。 

一中校区ＣＳ情報 

 

 

 

〇境港総合技術高等学校  〇八剣伝  ※順不同・敬称略 

これらの学校･店舗・事業所には，毎月｢おじゃまします!｣

を掲示して頂いています。本当にありがとうございます。 

累計１３０カ所（2022.6.8現在） 

新たにご協力いただくことになった皆さん 

 

今年もやります！「見守りあいさつ大作戦」 

服装も自由ですが，不審者とま

ちがわれないように，ご希望の方

には安全タスキ（写真）を無料でお

渡しします。近くの小中学校，公民

館に遠慮なくご一報ください。 

 
「まつぼっくり」の皆さんも 

（昨年の取り組みから） 

「大作戦」ＰＲ 幟
のぼり

計画中！ 

 
（イメージ） 

「見守りあいさつ座談会」も開催 

｢大作戦｣に先立って，６月２３日(木)１３時３０分か

ら境公民館で｢座談会｣を開催します。学校･保護者･地

域･企業･事業所等の約４０名の方に｢大作戦｣について

説明し，思いを一つにしたいと考えています。 

参加された個人・団体には，その内容を受けて，自

分たちの強みや持ち味が生かされる方法を考えて「大 

作戦」に参加して頂きます。 

発行日の関係で，今回の｢お

じゃまします!｣で様子を紹介で

きませんが，校区全体に協力の

輪が広がることを願います。 
 

昨年の座談会から 

 境小では｢さかい小スクールサポーター｣を募集してい

ます。これは｢顔と顔がわかる｣関係づくりを進め,子ど

もたちと地域の方々の「つながり」を大切にするために

募集されるものです。登下校時の｢ながら見守り｣をはじ

め学習支援(ミシン指導や｢かけ算九九｣の暗唱を聞く)や

環境整備(除草や樹木剪定)等,それぞれの得意分野で学

校を応援し，子どもたちとふれ合うことができます。 

学校･公民館の担当者が意見交換(5/23,市役所) 

 近いようで普段交流機会の少ない教員と公民館職員

が，地域と学校の連携について思いを伝え合いました。

短時間ながらも多くの気づきのある有意義な会でした。 

◆｢年の近い先輩の背中を見せることが大切ですね。｣ 

◆｢まちたんけん等に地域住民がもっと関わりたいですね。地

域のことは先生よりもよく知っていますから。｣ 

◆｢子どもらしい見方で地域を観察してほしいです。｣ 

◆｢子どもの要望による公民館講座を計画してみたいです。｣

◆｢学校は自分たちで指導するという意識が強すぎるかも…｣ 

 

昨年度,一中校区で行われた学習や行事をまとめた

一覧表ができました。コロナ禍で多くの制約がある中，

それぞれが挑戦した足跡です。小中学校,公民館,保育 

 

申込とお問い合わせは境小：渡瀬教

頭まで。特に｢朝の読み聞かせ｣をして

下さる方を探しているとのです。 

（☎0859-42-3701） 下校時の見守り(境小) 

園･幼稚園,境高,総合高,市民図書館

にあります。これを参考に，あなたの

得意技を生かしてみませんか？  一中にて 

 

◆｢中学校では,以前行っていた魚さば

き体験以外にも,暗唱を聞いてもらう

とか,郷土史の学習とかの場面で,地

域の人材を活用できると思います。｣ 


